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同
朋
学
園
は
、
住
田
智
見
師
（
一
八
六
八
―
一
九
三
八
）
を
学
祖
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
住
田
師
の
院
号
は
成じ

ょ
う
と
く徳

院
で
、
成
徳
館
（
一
九
九
二
年
に
竣
工
し
た
十
二
階
か

ら
な
る
学
舎
）
の
名
称
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
同
朋
大
学
で
は
毎
年
、
住
田
師
の

祥し
ょ
う
つ
き
め
い
に
ち

月
命
日
で
あ
る
七
月
一
日
に
、
成
徳
忌
・
謝
徳
会
が
成
徳
館
十
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て

執
行
さ
れ
ま
す
。

か
つ
て
住
田
智
見
師
は
真
宗
大
学
に
奉
職
さ
れ
、
清
沢
満
之
師
が
一
九
〇
一
年
に
東
京

に
移
転
開
学
さ
せ
た
際
に
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
真
宗
大
学
は
専
門
学
校
令
（
一
九
〇
三

年
）
に
よ
る
認
可
を
受
け
（
一
九
〇
四
年
）、
一
九
一
一
年
に
は
京
都
の
高
倉
大
学
寮
と
統

合
さ
れ
真
宗
大
谷
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

統
合
に
反
対
し
て
ほ
ぼ
総
辞
職
し
た
中
に
住
田

師
や
小
職
の
祖
父
小
島
惠
見
も
い
ま
し
た
が
、

後
に
請
わ
れ
て
ま
た
真
宗
大
谷
大
学
の
教
授
と

な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
新
た
に
大
学
令
（
一

九
一
八
年
）
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
大
学

認
可
を
目
指
し
、
大
谷
大
学
が
設
立
さ
れ
て
い

く
中
で
（
認
可
は
一
九
二
二
年
）、
住
田
師
は
大

学
名
か
ら
「
真
宗
」
が
外
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
象
徴
さ
れ
る
学
問
的
方
向
性
に
反
対
し
、
辞
職
し
て
名
古
屋
に
帰
り
ま
す
。

そ
の
住
田
師
を
中
心
に
集
っ
た
一
柳
知
成
師
ら
に
よ
っ
て
一
九
二
一
年
、
名
古
屋
に
真

宗
専
門
学
校
が
開
か
れ
ま
す
。
住
田
師
は
あ
え
て
一
教
授
と
し
て
こ
の
「
真
宗
」
の
名
の

つ
く
学
舎
に
奉
職
さ
れ
ま
す
、
小
島
惠
見
ら
も
住
田
師
と
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。

住
田
師
の
学
風
は
、
釈
尊
か
ら
親
鸞
へ
の
仏
教
の
展
開
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
親

鸞
の
眼
で
仏
教
を
捉
え
て
い
く
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
基
礎
に
は
史
学
の
重
視
が
あ

り
ま
し
た
。
住
田
師
は
十
一
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
漢
学
を
修
得
し
て
い
ま
す
。
そ
の
学
風

に
史
学
的
態
度
が
深
く
み
え
る
の
は
漢
学
の
影
響
に
相
違
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

住
田
師
は
求
道
者
で
伝
道
者
布
教
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
住
田
師
を
慕
う
真
宗
聞
法
者

は
遠
近
に
多
く
、
た
と
え
ば
則
武
の
妙
好
人
と
い
わ
れ
た
杉
戸
ち
よ
師
は
住
田
師
と
の
法

縁
か
ら
そ
の
聞
法
道
場
を
本
学
に
寄
進
さ
れ
る
に
至
り
ま
す
（
現
知
文
会
館
）。

住
田
師
の
よ
う
な
学
解
と
実
践
が
、
本
学
の
学
風
で
あ
り
ま
す
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
は
、
そ
の
学
風
に
基
づ
き
、「
広
く
仏
教
文
化
の
研
究
と
興

隆
に
寄
与
し
、
も
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
一
九
七
七
年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
（
一
九
九
二
年
、
同
朋
大
学
へ
移
管
）。
ま
ず
取
り
組
ん
だ
史
料
調
査
は
、

住
田
師
の
御
自
坊
で
あ
る
祐
誓
寺
様
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）
に
所
蔵
さ
れ
た
関
係
史
料
群

で
あ
る
蓬
戸
山
房
文
庫
の
調
査
撮
影
で
し
た
。

蓬
戸
山
房
文
庫
の
蔵
書
は
真
宗
学
・
仏
教
学
の

典
籍
は
も
ち
ろ
ん
、
史
学
・
文
学
・
美
術
に
関

す
る
も
の
、
古
代
の
希
覯
本
や
古
文
書
類
に
も

及
び
、
今
な
お
調
査
研
究
を
深
め
る
べ
き
状
況

に
あ
り
ま
す
。
続
い
て
、
矢
留
文
麿
本
学
名
誉

教
授
の
御
自
坊
で
あ
る
本
源
寺
様
（
愛
知
県
稲

沢
市
）
に
所
蔵
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
の
調
査
整

理
を
は
じ
め
、
研
究
所
は
数
多
く
の
寺
院
史
料

調
査
を
蓄
積
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

研
究
所
は
二
〇
一
七
年
に
設
立
四
十
周
年
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。
小
職
は
規
程
に
よ

り
二
〇
一
六
年
四
月
よ
り
特
任
教
授
と
な
っ
た
た
め
、
所
長
を
退
任
し
ま
し
た
が
、
研
究

顧
問
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
節
目
に
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
一
六
年
四
月
に
浅
野
玄
誠
教
授
（
前
学
長
）
が
新
た
に
所
長
に
就
任
し
ま
し
た
が
、

十
一
月
十
七
日
ご
往
生
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、

ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。
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鈴
鹿
市
・
寿
福
院
蔵
の
『
教
行
信
証
』
と
『
三
帖
和
讃
』

小
山　

正
文

　
　
　

一

研
究
所
で
は
去
る
二
○
一
六
年
八
月
六
日
、
三
重
県
鈴
鹿
市
三
日
市
の
真
宗
高
田

派
寿
福
院
に
所
蔵
さ
れ
る
親
鸞
の
二
大
著
作
と
も
い
う
べ
き
『
教
行
信
証
』
六
冊
、

『
三
帖
和
讃
』
三
冊
の
室
町
時
代
写
本
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
小
稿
は
そ

の
報
告
書
で
あ
る
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
格
別
の
ご
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
同
院
住
職

眞
岡
慶
光
師
、
な
ら
び
に
同
行
さ
れ
た
山
田
雅
教
、
安
藤 

弥
、
蒲
池
勢
至
、
青
木 

馨
、
藤
井
由
紀
子
、
工
藤
克
洋
の
各
氏
に
対
し
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
く
思
う
。

さ
て
、
寿
福
院
が
所
在
す
る
三
日
市
は
、
鈴
鹿
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
西
方

に
鈴
鹿
山
脈
、
東
方
に
伊
勢
湾
を
望
み
、
北
側
に
は
東
海
道
、
東
側
に
は
伊
勢
能
野

街
道
が
走
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
早
く
か
ら
人
び
と
が
集
住
し
、
市

も
定
期
的
に
開
か
れ
る
殷
賑
な
土
地
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
衆
庶
の
心
の
拠
と

し
て
の
寺
院
も
自
然
発
生
的
に
成
立
し
、
こ
こ
に
は
聖
徳
太
子
創
基
の
伝
承
を
も
つ

如
来
寺
、
太
子
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

両
寺
は
は
じ
め
天
台
宗
を
奉
じ
、
恵
光
・
浄
林
・
真
蔵
・
清
泉
・
宝
樹
・
実
相
の

寺
中
六
坊
が
護
持
に
当
た
っ
た
と
い
う
、
そ
の
後
、
真
宗
高
田
門
徒
の
流
れ
を
汲
む

親
鸞
―
真
仏
―
顕
智
―
善
然
（
念
と
も
）
の
法
系
が
、
こ
の
三
日
市
を
中
心
に
真
宗

念
仏
を
弘
通
し
た
の
で
、
如
来
寺
に
は
顕
智
の
、
太
子
寺
に
は
善
然
〔
重
文
〕
の
そ

れ
ぞ
れ
木
造
坐
像
が
安
置
さ
れ
、
七
月
四
日
の
顕
智
祥
月
命
日
に
は
、「
お
ん
な
い

念
仏
会
」
も
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
両
寺
は
六
坊
も
ろ
と
も
真
宗
高
田
派

本
山
第
一
一
世
応
真
（
一
四
九
〇
―
一
五
三
七
）
の
代
に
本
山
兼
帯
所
と
な
っ
て
、

現
今
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

寿
福
院
は
そ
の
六
坊
の
真
蔵
坊
に
相
当
す
る
が
、
同
院
と
共
に
法
燈
を
守
り
続
け

て
い
る
良
珠
院
は
恵
光
坊
、
常
超
院
は
浄
林
坊
、
摂
取
院
は
清
泉
坊
と
さ
れ
る
も
、

宝
樹
・
実
相
の
二
坊
は
廃
さ
れ
て
今
は
存
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
六
坊
が
護
持
し
て
き

た
如
来
・
太
子
の
両
寺
は
、
文
字
通
り
善
光
寺
如
来
像
、
聖
徳
太
子
像
を
そ
れ
ぞ
れ

堂
の
本
尊
に
安
置
し
て
今
に
至
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
尊
像
、
両
堂
、
院

坊
等
々
の
あ
り
よ
う
こ
そ
が
、
初
期
真
宗
寺
院
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
、
ま
こ
と
に
興

味
深
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

二

右
記
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
有
す
る
寿
福
院
で
あ
る
が
、
同
院
所
蔵
の
『
教
行

信
証
』
と
『
三
帖
和
讃
』
と
い
う
親
鸞
の
代
表
的
著
作
物
も
、
お
の
ず
と
高
田
本
山

専
修
寺
伝
本
の
系
統
を
引
く
写
本
と
な
っ
て
い
る
事
実
は
、
当
然
の
こ
と
と
は
い
え

や
は
り
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
ま
ず
『
教
行
信
証
』
か
ら
み
て
い
く
と
、
寿
福
院
本
は
原
本
の
巻か

ん

立だ
て

通
り

教
・
行
・
信
・
証
・
真
仏
土
・
化
身
土
の
六
分
冊
よ
り
な
る
。
し
か
し
意
外
な
こ
と

に
古
写
本
の
六
分
冊
本
は
、
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
の
高
田
専
修
寺
本
、
文
永
十

二
（
一
二
七
五
）
年
の
西
本
願
寺
本
以
外
あ
ま
り
存
せ
ず
、
大
概
は
信
と
化
身
土
巻

を
本
末
に
二
分
し
た
八
冊
本
が
圧
倒
的
に
多
い
。
寿
福
院
本
は
分
冊
形
態
と
あ
い
ま

ち
本
文
な
ら
び
に
訓
点
の
表
記
が
、
専
修
寺
本
と
細
部
に
至
る
ま
で
よ
く
一
致
す
る

点
よ
り
、
同
本
の
転
写
本
と
考
定
し
て
大
過
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

書
冊
は
五
穴
の
袋
綴
じ
本
で
、
縦
二
三
・
六
㎝
×
横
一
七
・
一
㎝
を
計
る
。
薄う

す

茶ち
ゃ

色い
ろ

渋し
ぶ

引ひ
き

紙か
み

表
紙
へ
第
一
冊
を
除
く
各
冊
に
「
二
〜
六
」
の
巻
数
が
墨
書
さ
れ
て
い

る
。
本
文
料
紙
の
紙
質
は
楮
紙
で
、
そ
の
紙
数
は
巻
冊
順
に
一
〇
（
墨
付
八
）・
四

九
・
六
七
・
二
二
・
二
八
・
七
六
枚
を
数
え
る
。
各
冊
本
文
料
紙
に
は
罫
が
引
か

れ
、
片
面
八
行
、
一
行
二
〇
字
内
外
で
あ
る
。
全
面
に
わ
た
っ
て
返
り
点
、
送
り
仮

名
が
詳
細
に
施
さ
れ
て
い
る
以
外
、
注
記
や
朱
筆
も
ま
ま
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は

前
記
の
ご
と
く
専
修
寺
本
に
き
わ
め
て
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
雁

か
り
が
ね
て
ん

点
（
レ

点
）
の
位
置
が
、
専
修
寺
本
で
は
漢
字
間
の
中
央
に
あ
る
の
に
対
し
、
寿
福
院
本
で

は
す
べ
て
左
寄
り
で
、
か
つ
そ
の
表
し
方
が
雁
点
で
は
な
く
完
全
に
レ
点
化
し
て
い
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る
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
前
者
・
専
修
寺
本
は
一
三
世
紀
鎌
倉
時
代
中
期
、
後
者
・

寿
福
院
本
は
一
六
世
紀
室
町
時
代
後
期
の
そ
れ
ぞ
れ
写
本
と
断
案
し
て
可
で
あ
ろ
う

【
写
真
１
】。

な
お
、
寿
福
院
本
第
一
冊
目
の
教
巻
は
、
他
冊
と
同
じ
楮
紙
な
が
ら
紙
質
が
新
し

く
、
横
寸
法
も
一
七
・
四
㎝
で
若
干
大
き
い
上
、
こ
の
冊
の
み
裏
打
ち
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
と
共
に
、
本
文
が
明
ら
か
に
他
の
五
冊
と
は
筆
致
を
異
に
す
る
事
実
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
よ
り
第
一
冊
教
巻
は
、
後
世
の
補
写
本
と
認
め
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
筆
蹟
は
、
専
修
寺
蔵
の
高
田
慶
長
本
と
仮
称
さ
れ
る

八
冊
本
『
教
行
信
証
』
の
行
・
信
本
・
同
末
・
証
・
真
巻
の
五
冊
、
お
よ
び
同
じ
く

専
修
寺
蔵
の
仮
称
高
田
新
出
本
『
教
行
信
証
』
八
冊
本
（
教
巻
欠
の
た
め
今
は
七

冊
）
の
信
本
巻
と
も
同
一
で
あ
る
こ
と
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
重
見
一
行

『
教
行
信
証
の
研
究
―
そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
―
』（
法
藏
館
、
一
九
八
一

年　

一
五
〇
・
三
八
二
・
三
八
八
・
三
八
九
頁
〕。

し
か
し
て
慶
長
本
の
信
末
・
証
両
巻
奥
書
よ
り
、
そ
の
筆
者
は
慶
長
五
（
一
六
〇

〇
）
年
七
〇
歳
で
あ
っ
た
信し

ん
ぎ
ょ
う
い
ん
き
ょ
う
に
ん

楽
院
慶
忍
と
知
ら
れ
る
の
で
、
寿
福
院
本
教
巻
の
補
写

年
代
も
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
慶
忍
（
一
五
三
一
―
？
）
が
依
っ
た

寿
福
院
本
の
教
巻
も
、
こ
れ
ま
た
専
修
寺
の
重
文
建
長
本
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
同
本

の
教
巻
最
末
に
押
さ
れ
て
い
る
「
高
田
専
修
寺
」
の
黒
印
が
、
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
疑
い
な
い
。

寿
福
院
本
に
つ
い
て
最
後
に
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
各
冊
最
後
尾
に
同
一
筆
致

で
「
寿
福
院
蔵
」
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
六
冊
を
納
入
す
る
桐
箱
蓋
表
に

「
顕
智
上
人
御
所
持
／
御
本
書
」
の
上
書
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
前
者
は
全
冊
に

認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
慶
忍
に
よ
る
一
七
世
紀
江
戸
時
代
初
頭
の
第
一
冊

教
巻
補
写
後
、
一
世
紀
半
ほ
ど
が
経
過
し
た
江
戸
時
代
中
期
頃
に
教
巻
を
除
く
残
余

五
冊
の
総
裏
打
ち
修
理
が
実
施
さ
れ
た
際
の
加
筆
か
も
知
れ
な
い
。
後
者
は
寺
伝
の

域
を
出
な
い
箱
書
で
あ
る
が
、
該
本
が
建
長
七
年
の
高
田
専
修
寺
本
直
系
の
貴
重
な

も
の
で
あ
る
事
実
を
い
わ
ん
と
す
る
と
共
に
、
寿
福
院
を
含
む
如
来
・
太
子
の
両
寺

が
、
高
田
門
徒
の
重
鎮
顕
智
（
一
二
二
六
―
一
三
一
〇
）
と
も
、「
お
ん
な
い
念
仏

会
」
な
ど
を
通
し
因
縁
浅
か
ら
ざ
る
関
係
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
文
字
と
受
け

取
っ
て
お
き
た
い
。

　
　
　

三

さ
て
、
次
い
で
寿
福
院
の
も
う
ひ
と
つ
の
真
宗
聖
教
で
あ
る
『
三
帖
和
讃
』
に
目

を
転
じ
て
い
く
。『
三
帖
和
讃
』
と
は
申
す
ま
で
も
な
く
親
鸞
作
の
（
一
）『
浄
土
和

讃
』、（
二
）『
浄
土
高
僧
和
讃
』、（
三
）『
正
像
末
法
和
讃
』
を
指
す
が
、
親
鸞
に
は

こ
の
ほ
か
に
も
聖
徳
太
子
関
係
の
大
部
な
（
四
）『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』、（
五
）『
大

日
本
国
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
』
も
あ
っ
て
、
そ
の
首
数
五
〇
〇
首
以
上
に
も
達

し
、
和
讃
史
上
著
名
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
親
鸞
の
場
合
右
の
五
部
に
何

度
も
改
訂
の
手
を
入
れ
て
い
る
の
で
、
同
じ
『
三
帖
和
讃
』
で
も
ど
の
改
訂
本
を
組

合
せ
る
か
に
よ
っ
て
、
専
修
寺
系
本
と
本
願
寺
系
本
の
ご
と
く
内
容
的
に
か
な
り

違
っ
た
も
の
が
成
立
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
寿
福
院
本
を
検
す
る
に
、
一
連
の
和
讃
で
あ
る
（
一
）（
二
）

の
総
奥
書
が
「
弥
陀
和
讃
高
僧
和
讃
都
合
／
二
百
二
十
五
首
／
宝
治
第
二（
マ
マ
）申
歳

初
月
／
下
旬
第
一
日　

釈
親
鸞
七
十
六
歳
／
見
写
人
者
必
可
唱
／
南
无
阿
弥
陀
仏
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
と
、（
二
）
の
最
末
に
漢
字
の
平
・
上
・
去
・
入
の
四
声
を
示
す

圏
発
点
が
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
二
点
よ
り
、（
一
）（
二
）
が
高
田
本
山
専
修
寺
蔵

の
国
宝
本
に
基
づ
き
書
写
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。

一
方
（
三
）
は
如
何
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
も
「
草
本
云
正
嘉
二
歳
九
月
廿
四
日
／

親
鸞
八
十
六
歳
／
本
云
正
応
三
年
庚寅
九
月
廿
五
日
／
令
書
写
之
畢
」
と
そ
の
奥
書
を
写
す
と

こ
ろ
か
ら
、
や
は
り
専
修
寺
蔵
の
正
応
三
（
一
二
九
〇
）
年
顕
智
六
五
歳
書
写
の
重

文
本
（
三
）
を
底
本
に
し
た
写
本
と
わ
か
り
、
寿
福
院
本
『
三
帖
和
讃
』
は
『
教
行

信
証
』
と
同
様
に
由
緒
正
し
い
高
田
本
山
専
修
寺
蔵
本
に
よ
っ
て
い
る
貴
重
な
事
実

が
判
明
す
る
の
で
あ
る
【
写
真
２
】。

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
寿
福
院
本
は
、
い
っ
た
い
誰
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
実
は
こ
れ
に
は
専
修
寺
第
一
〇
代
真
慧
（
一
四
三
四
―
一
五
一
二
）〔
龍
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谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
三
帖
和
讃
』（
同
朋
舎
、
二
〇
〇
一
年
）
六
六
九

頁
〕、
同
第
一
二
代
堯
恵
（
一
五
二
七
―
一
六
〇
九
）〔
生
桑
完
明
『
親
鸞
聖
人
撰
述

の
研
究
』（
法
藏
館
、
一
九
七
〇
年
）
九
三
頁
、『
高
田
の
寺
々
』（
真
宗
高
田
派
宗

務
院
、
一
九
八
〇
年
）
一
四
九
頁
〕、
同
第
一
三
代
堯
真
（
一
五
四
九
―
一
六
一
九
）

〔『
高
田
本
山
の
法
義
と
歴
史
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
一
年
）
九
八
頁
、
三
重
県

総
合
博
物
館
編
『
親
鸞　

高
田
本
山
専
修
寺
の
至
宝
』（
三
重
県
総
合
博
物
館
、
二

〇
一
五
年
）
一
八
二
頁
〕
の
三
説
が
存
し
、
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
判
断
が
難
し

い
。し

か
し
今
回
の
調
査
で
、（
一
）（
二
）（
三
）
の
各
最
末
中
央
下
部
に
二
・
三
㎝

四
方
の
「
堯
恵
」
朱
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
【
写
真
３
】。
よ
っ

て
こ
れ
が
何
よ
り
の
証
左
と
み
て
、
寿
福
院
本
『
三
帖
和
讃
』
の
筆
者
は
、
今
後
、

堯
恵
説
を
採
用
す
べ
き
か
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
同
院
本
『
三
帖
和
讃
』
の
書
誌
事
項
を
摘
録
し
て
お
く
と
、
お
よ
そ
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

書
名
の
『
三
帖
和
讃
』
は
前
記
し
た
通
り
（
一
）『
浄
土
和
讃
』・（
二
）『
浄
土
高

僧
和
讃
』・（
三
）『
正
像
末
法
和
讃
』
の
三
部
を
総
称
し
た
一
五
世
紀
室
町
時
代
中

期
以
降
の
呼
名
で
あ
る
。

著
作
者
は
親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）。
成
立
年
代
は
（
一
）（
二
）
が
宝
治

二
（
一
二
四
八
）
年
一
月
二
一
日
、
親
鸞
七
六
歳
。（
三
）
が
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）

年
九
月
二
四
日
、
親
鸞
八
六
歳
。

書
冊
形
態
は
写
本
。
冊
数
は
三
冊
。
本
文
は
全
存
。
和
讃
首
数
は
（
一
）
一
一
六

首
・（
二
）
一
一
七
首
・（
三
）
九
二
首
。
外
題
（
一
）
無
・（
二
）
無
・（
三
）
無
。

首
題
（
一
）
無
・（
二
）
無
・（
三
）
無
。
内
題
（
一
）
無
・（
二
）
有
・（
三
）
有
。

尾
題
（
一
）
有
・（
二
）
有
・（
三
）
無
。
装
訂
は
四
孔
袋
綴
本
。
表
紙
は
薄
茶
色
渋

引
き
紙
製
。
見
返
し
は
白
紙
。

書
冊
寸
法
は
縦
二
三
・
四
×
横
一
七
・
五
㎝
。
料
紙
は
楮
紙
。
紙
数
は
（
一
）
六

九
枚
・（
二
）
六
四
枚
・（
三
）
四
八
枚
。
行
字
数
は
半
葉
四
行
、
一
行
一
〇
字
内

外
。

用
字
は
漢
字
片
仮
名
交
り
。
漢
字
に
振
仮
名
あ
り
。
圏
発
点
が
朱
筆
に
て
打
た
れ

て
い
る
。
左
訓
あ
り
。

書
写
者
は
高
田
本
山
専
修
寺
第
一
二
代
堯
恵
（
一
五
二
七
―
一
六
〇
九
）。
三
帖

各
冊
最
末
中
央
下
部
に
二
・
三
㎝
四
方
の
「
堯
恵
」
朱
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
各

冊
裏
表
紙
見
返
し
に
「
寿
福
院
蔵
」
の
江
戸
時
代
後
期
墨
書
あ
り
。
こ
の
蔵
書
墨
書

は
同
院
本
『
教
行
信
証
』
の
そ
れ
と
は
別
筆
。

書
写
底
本
は
（
一
）（
二
）
が
専
修
寺
蔵
親
鸞
・
真
仏
（
一
二
〇
九
―
五
八
）
筆

の
国
宝
本
。（
三
）
が
同
蔵
正
応
三
（
一
二
九
〇
）
年
九
月
二
五
日
顕
智
六
五
歳
筆

の
重
文
本
で
あ
る
。
寿
福
院
本
『
三
帖
和
讃
』
に
は
桐
製
の
納
入
箱
が
あ
っ
て
、
そ

の
蓋
表
に
「
堯
恵
上
人
御
真
筆
／
三
帖
御
和
讃
／
伊
勢
（
マ
マ
）国
河
曲
郡
三
日
市
／
寿
福

院
什
物
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

備
考
と
し
て
（
二
）
に
底
本
通
り
国
宝
本
の
圏
発
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
位

置
が
国
宝
本
で
は
表
紙
見
返
し
で
あ
る
の
に
対
し
、
寿
福
院
本
は
「
堯
恵
」
印
が
押

さ
れ
る
最
末
尾
と
い
う
相
違
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
こ
と
に
よ
る
と
堯
恵

の
時
代
ま
で
、
国
宝
本
も
圏
発
の
位
置
は
そ
こ
に
あ
っ
た
の
が
、
そ
の
後
の
江
戸
時

代
の
修
理
時
に
巻
頭
へ
移
動
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ず
、
忽
諸
に

で
き
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
寿
福
院
所
蔵
の
『
教
行
信
証
』、『
三
帖
和
讃
』
を
調
査
し
て
の
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
両
書
は
共
に
高
田
本
山
専
修
寺
所
伝
の
由
緒
正
し
い
国
宝
・
重

文
本
を
使
っ
て
の
貴
重
な
室
町
時
代
後
期
の
写
本
で
、
本
願
寺
系
の
も
の
と
は
異
な

る
価
値
高
き
真
宗
聖
教
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
両
本
が
今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
希
い
擱
筆
す
る
。
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【
写
真
１
】

『
教
行
信
証
』
第
二
冊
行
巻

正
信
念
仏
偈　

巻
頭
部
分

【
写
真
２
】

『
三
帖
和
讃
』
第
二
帖

浄
土
高
僧
和
讃　

奥
書
部
分

【
写
真
３
】

『
三
帖
和
讃
』
第
一
帖

浄
土
和
讃
よ
り

高
田
専
修
寺
第
十
二
代
堯
慧

（
一
五
二
七
―
一
六
〇
九
）
印
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情
報
公
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

大
艸　
　

啓

工
藤　

克
洋

中
川　
　

剛

日
比
野
洋
文

藤
井
由
紀
子

昨
今
、
学
術
研
究
に
関
わ
る
研
究
者
や
研
究
機
関
に
は
、
文
理
を
問
わ
ず
、
調
査

研
究
の
成
果
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
情
報
公
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
学
界
の
動
向
に
鑑
み
て
、
研
究
所
で
は
、
す
で
に
前
々
号
と
前
号
で
報
告
し

た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
活
動
の
蓄
積
を
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、「
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
閲
蔵
」
の
設
計
と
公
開
に
関
わ
る
作
業
を
進
め
て
き
た
。
ま

た
、
国
立
情
報
学
研
究
所
が
提
供
し
て
い
る
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
通
し
て
、
研

究
所
発
行
の
紀
要
・
所
報
・
図
録
等
を
公
開
す
る
準
備
も
行
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
情
報
公
開
を
目
的
と
し
た
作
業
チ
ー
ム
を
「
情
報
公
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
と
し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
本
報
告
で
は
、
そ
の
作
業
内
容
と
今

後
の
課
題
・
展
望
を
示
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
閲
蔵

前
々
号
で
紹
介
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
成
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
は
、
と
く
に
史
料

デ
ー
タ
の
作
業
に
重
点
を
置
い
て
進
め
て
き
た
。
一
昨
年
度
は
、
過
去
に
収
集
し
て

き
た
寺
院
調
査
デ
ー
タ
の
整
理
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
、
公
開
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
基

本
設
計
も
構
築
し
た
。
昨
年
度
は
、
本
学
園
所
蔵
品
の
法
隆
寺
一
切
経
十
九
点
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
い
、
後
期
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
と
連
繋
さ
せ
、
充
実
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
成
し
た
。

そ
し
て
本
年
度
は
、
九
月
に
実
施
し
た
真
宗
大
谷
派
吉
崎
別
院
に
お
け
る
史
料
調

査
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
に
着
手
し
た
。
幸
い
、
所
蔵
者
か
ら
情
報
公
開
に
つ
い
て
許

可
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
調
査
記
録
と
撮
影
画
像
を
も
と
に
、
約
五
十
点
の
史
料
の

デ
ー
タ
入
力
作
業
を
行
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
史
料
ご
と
に
書
誌
情
報
と
画
像
を
合

わ
せ
た
一
体
型
の
形
に
は
で
き
た
も
の
の
、
寺
院
デ
ー
タ
（
年
表
な
ど
）
や
他
史
料

と
の
リ
ン
ク
付
け
が
未
完
成
で
、
今
後
も
追
加
・
修
正
し
て
い
く
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
活
用
の
便
に
資
す
る
上
で
重
要
な
工
夫
も
、
新
た
に
分
か
っ
て
き
た
。

吉
崎
別
院
は
、
真
宗
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
が
、
風
土
的
に
も
重
要
な
歴
史

的
背
景
を
も
っ
て
お
り
、
寺
院
ゆ
か
り
の
伝
承
や
そ
れ
に
付
随
す
る
文
化
財
か
ら
、

別
院
創
立
前
史
を
含
め
た
、
地
域
の
歴
史
的
特
色
を
発
信
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
す
る
と
、
寺
院
デ
ー
タ
に
所
蔵
品
一
覧
を
表
示
す
る
際
、
単
純
に
法
宝
物
・
文

書
と
い
う
分
類
や
時
代
順
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
時
代
や
地
理
的
・
風
土
的
特
色
、

真
宗
史
上
の
重
要
度
、
地
域
伝
承
と
の
関
係
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
区
分
け
し

て
一
覧
化
で
き
れ
ば
、
よ
り
充
実
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
文
化
財
の
型
・
種
類
・
年
代
・
地
域
ご
と
に
、
他
寺
院
所
蔵
品
と
の
間
で

比
較
し
や
す
く
も
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
研
究
所
の
寺
院
調
査
に
よ
る
収
集
デ
ー
タ

を
無
秩
序
に
公
開
す
る
の
で
は
な
く
、
調
査
し
た
史
料
と
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
多

彩
な
歴
史
的
価
値
を
一
般
に
も
広
く
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
整
理
や
リ
ン
ク

付
け
を
考
え
て
設
計
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
、
本
年
度
後
期
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
で
陳
列
し
た
、
西
厳
寺
所
蔵
品
（
小

川
貫
弌
資
料
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。
法
隆
寺
一
切
経
と
同

様
に
、
展
示
情
報
と
連
携
さ
せ
、
近
代
史
な
ら
で
は
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
を
目
指

し
て
い
る
。

な
お
、
前
々
号
で
も
報
告
し
た
が
、
研
究
所
の
過
去
の
収
集
デ
ー
タ
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
や
情
報
公
開
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
撮
影
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
や
画

像
解
像
度
な
ど
に
問
題
が
あ
る
も
の
が
多
数
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
研
究
所
の
機

材
や
設
備
を
改
善
し
、
デ
ジ
タ
ル
公
開
を
前
提
と
し
た
調
査
方
法
へ
移
行
し
て
い

く
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
た
だ
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
含
め
、
す
べ
て
を
統
一
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
公
開
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
法
隆
寺
一
切
経
の
よ
う
な
歴
史
的
価
値
が
比
較
的
高
い
も
の
と
、
そ
れ
ほ
ど
希

少
で
な
い
法
宝
物
な
ど
と
を
、
同
一
の
形
式
で
公
開
す
べ
き
か
ど
う
か
も
判
断
が
難
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し
い
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
程
度
の
統
一
性
は
持
た
せ
つ
つ
、
画
像
の
精
度
や
史
料

デ
ー
タ
の
質
な
ど
に
合
わ
せ
た
形
式
を
設
計
す
る
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法
と
し
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

研
究
所
で
は
昨
年
度
、
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
ポ
ー
タ
ル
・
ジ
ャ
イ
ロ
（
以
下
、

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
略
す
）
を
通
し
て
、
研
究
所
刊
行
物
『
佛
教
文
化
研
究
所
紀

要
』
の
全
号
（
当
時
三
十
四
号
ま
で
刊
行
）
を
公
開
す
る
と
い
う
計
画
が
持
ち
上

が
っ
た
。
電
子
媒
体
で
の
学
術
雑
誌
の
公
開
は
、
同
朋
大
学
に
お
け
る
組
織
の
中
で

当
研
究
所
が
最
初
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
経
験
、
前
例
が
な
い
計
画
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
問
題
に
直
面
し
、
そ
れ
を
解
決
し
て
の
公
開
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
紀
要
全
号
を
公
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
掲
載
さ
れ
た
す
べ
て
の
記
事
の
執

筆
者
（
著
作
権
者
）
か
ら
、
公
開
に
伴
う
許
諾
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

は
、
執
筆
者
に
許
諾
書
を
郵
送
し
、
回
答
を
得
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。
な
お
、

こ
の
と
き
回
答
を
期
日
ま
で
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
許
諾
書
に

は
、
執
筆
者
か
ら
回
答
が
な
い
場
合
、
公
開
に
伴
う
黙
示
の
許
諾
を
得
た
も
の
と
見

な
す
旨
を
併
せ
て
記
載
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
確
認
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
権
利
上
の
問
題
は
、
記
事
に
添
付

さ
れ
た
写
真
資
料
に
も
あ
っ
た
。
紀
要
に
は
、
執
筆
者
本
人
で
は
な
く
、
第
三
者
の

所
有
物
を
記
録
し
た
写
真
が
資
料
と
し
て
添
付
さ
れ
た
記
事
が
少
な
く
な
い
。
こ
う

し
た
記
事
を
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
通
し
て
公
開
し
た
場
合
に
、
研
究
所
な
い
し
執

筆
者
と
第
三
者
と
の
間
で
、
権
利
上
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
撮
影
時
に
執
筆
者
と
、
被
写
体
と
な
る
物
品
を
所
有
す
る
第
三
者
と
の
間
で
、

「
写
真
を
紀
要
〇
号
の
誌
面
以
外
に
使
わ
な
い
こ
と
を
条
件
に
撮
影
を
許
可
す
る
」

と
い
う
よ
う
な
契
約
・
約
束
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
写
真
が
資
料
と
し

て
添
付
さ
れ
た
記
事
を
、
新
た
に
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
公
開
す
る
こ
と
は
、
撮
影
し

た
執
筆
者
か
ら
公
開
に
お
け
る
許
諾
を
得
て
い
た
と
し
て
も
（
写
真
の
著
作
権
は
撮

影
者
に
あ
る
）、
第
三
者
と
の
間
で
結
ん
だ
契
約
で
は
、
違
反
に
当
た
る
恐
れ
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
記
事
に
添
付
さ
れ
た
す
べ
て
の
写
真
資
料
に
お
け
る
権
利
等
を

精
査
す
る
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
ず
は
近
年
の
使
用
に
差
し
支
え

な
い
写
真
資
料
の
み
記
事
に
添
付
し
た
ま
ま
公
開
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
よ
り
過

去
の
当
該
記
事
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
写
真
資
料
を
一
律
削
除
し
、
権
利
を
確
認

し
た
後
、
差
し
支
え
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
順
次
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
右
に
取
り
あ
げ
た
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
問
題
を
解
決
し
、
本
年
度

に
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
開
設
、
紀
要
の
公
開
に
至
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
機
動
的
な
更
新
と
、
継
続
し
た
運
用
で
あ
る
。
研
究
所
が
機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
参
考
ま
で
に
他
大
学
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
運

用
状
況
を
い
く
つ
か
確
認
し
た
。
す
る
と
、
す
で
に
紙
媒
体
で
は
刊
行
さ
れ
て
い
る

は
ず
の
学
術
雑
誌
の
最
新
号
が
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
は
公
開
が
遅
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
や
、
な
か
に
は
更
新
が
停
止
し
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
機

関
に
よ
っ
て
は
発
刊
の
一
年
後
に
公
開
と
し
て
い
る
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
研
究
成
果

の
公
開
は
公
共
の
利
益
に
繋
が
る
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
開

設
・
運
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
管
理
者
は
紙
媒
体
も
電
子
媒
体
も
等
し
く
扱
う
こ
と

が
望
ま
し
い
と
も
い
え
る
。
当
研
究
所
に
お
い
て
も
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
機
動

的
・
継
続
的
に
運
用
し
て
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
研
究

機
関
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
も
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

研
究
所
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
と
情
報
公
開
は
、
関
係
者
各
位
か
ら
一
定
の
理
解

を
得
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
何
分
作
業
が
煩
瑣
で
あ
り
、
か
つ
緻
密
性

が
要
求
さ
れ
る
業
務
で
あ
る
た
め
、
研
究
所
で
こ
れ
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
精
緻
に
行
う

に
は
、
人
員
や
経
費
の
面
で
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
研
究
所
で
は
こ
れ
ま
で

孜
々
と
し
て
進
め
て
き
て
お
り
、
今
後
は
、
若
手
研
究
者
や
学
生
に
基
礎
作
業
を
委

託
す
る
な
ど
し
て
、
研
究
所
の
活
動
に
関
わ
る
機
会
を
提
供
し
つ
つ
、
先
の
よ
う
な

問
題
を
少
し
で
も
改
善
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
含
め
、
研
究

所
独
自
の
魅
力
的
な
情
報
公
開
の
実
現
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
多
く

の
関
係
者
か
ら
、
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
た
い
と
思
う
。
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究
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ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会

武
田　
　

龍

開
催
日　

  

４
／
18
、
６
／
20
、
７
／
25
、
９
／
30
、
10
／
24
、

　
　
　
　

12
／
19
、
１
／
23
、
２
／
21
、
３
／
15

参
加
者　

  

玉
井
威
・
武
田
龍
・
宮
崎
保
光
・
蒲
池
勢
至
・
岩
瀬
真
寿
美
・
中
川
剛

マ
ッ
ク
ス

仏
教
に
お
け
る
最
高
究
極
の
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ア
ジ
ア

仏
教
研
究
会
は
、『
法
華
経
』（
岩
波
文
庫
）
の
読
解
を
継
続
し
、
今
年
度
は
「
授
記

品
」
ま
で
読
み
進
ん
だ
。

法
華
経
は
、
譬
喩
品
で
三
車
火
宅
の
譬
え
を
説
い
て
す
ぐ
れ
た
方
便
を
示
し
、
信

解
品
で
は
長
者
窮
子
の
譬
え
で
如
来
の
知
の
蔵
（tathāgata-jñāna-kośa

）
の
相
続

を
一
仏
乗
と
説
く
。

譬
喩
品
で
は
釈
尊
が
舎
利
弗
の
成
仏
を
予
言
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
驚
い
た
の
が

同
じ
法
座
に
い
た
摩
訶
迦
葉
、
須
菩
提
、
大
迦
旃
延
、
大
目
揵
連
で
あ
る
。
我
ら
に

も
授
記
を
と
懇
願
す
る
の
が
信
解
品
で
あ
る
。
授
記
（vyākaraṇa
）
と
は
、
成
仏

の
予
言
で
あ
り
、
約
束
で
あ
り
、
保
証
で
あ
る
。
授
記
品
で
は
彼
ら
へ
の
授
記
が
説

か
れ
る
。

舎
利
弗
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
五
人
は
、
声
聞
比
丘
を
代
表
す
る
長
老
た
ち
で
あ

る
。
声
聞
（śraāvaka

）
と
は
本
来
は
「
釈
尊
の
謦
咳
に
接
し
た
人
」
の
意
で
あ
り
、

や
が
て
「
釈
尊
か
ら
直
接
に
教
え
を
受
け
た
人
」
の
意
と
な
り
、
原
始
仏
典
で
は
仏

教
草
創
期
の
直
弟
子
を
指
す
言
葉
と
な
っ
た
。
し
か
し
法
華
経
で
は
、
部
派
の
教
学

へ
の
対
抗
か
ら
か
、
直
弟
子
の
驕
り
と
慢
心
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
。

直
弟
子
中
の
有
力
者
と
し
て
知
ら
れ
る
彼
ら
が
、
世
尊
の
間
近
で
面
と
向
か
っ
て

（bhagavato ’ntikāt sam
m

ukham

）
教
え
を
聞
い
て
い
な
が
ら
、
怠
惰
ゆ
え
に
教
え

の
核
心
を
聞
き
逃
し
た
と
懺
悔
し
、
授
記
を
乞
う
。
出
家
修
行
の
仏
道
を
貶
め
る
よ

う
な
設
定
で
あ
る
。

五
人
へ
の
授
記
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
多
く
の
仏
た
ち
の
許
で
修
行

し
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
が
過
ぎ
た
後
で
出
現
す
る
国
土
に
生
ま
れ
る
。

そ
の
国
土
（kṣetra

）
は
、
清
ら
か
（śuddha

）
で
平
坦
（sam

a

）
で
喜
び
に
満
ち

（ram
aṇīya

）
素
晴
ら
し
く
（prāsādika

）
見
た
目
に
美
し
い
（darśanīya

）
と
描

写
さ
れ
、
そ
こ
へ
は
「
生
ま
れ
る
」（upapadya

）
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
無
量
寿
経

（Skhāvatī-vyūha

）
の
仏
国
土
の
あ
り
さ
ま
の
描
写
と
重
な
る
。

真
宗
史
研
究
会　

安
藤　
　

弥

二
〇
一
六
年
度
は
次
の
と
お
り
、
二
回
の
研
究
会
を
実
施
し
た
。

第
一
回
目
（
通
算
第
三
四
回
）

　
【
日　

時
】
七
月
七
日
（
木
）
一
六
時
三
〇
分
〜
一
八
時

　
【
報
告
者
】
老
泉 

量 

氏
（
大
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

　
【
題　

目
】「
戦
国
期
美
濃
本
願
寺
教
団
の
特
質
―
揖
斐
川
流
域
教
団
の
形
成
―
」

第
二
回
目
（
通
算
第
三
五
回
）

　
【
日　

時
】
十
二
月
二
十
二
日
（
木
）
一
六
時
三
〇
分
〜
一
八
時

　
【
報
告
者
】
木
越
祐
馨
氏
（
加
能
地
域
史
研
究
会
代
表
）

　
【
題　

目
】「
新
出
の
清
沢
満
之
宛
書
簡
群
の
紹
介
」

老
泉
氏
は
、
戦
国
期
の
美
濃
地
域
に
お
け
る
本
願
寺
教
団
の
展
開
に
つ
い
て
、
と

く
に
法
宝
物
裏
書
の
分
析
か
ら
検
討
さ
れ
、
木
越
氏
は
、
明
治
二
十
六
〜
三
十
五
年

の
清
沢
満
之
宛
書
簡
十
三
通
等
の
貴
重
な
史
料
を
紹
介
さ
れ
た
（『
同
朋
大
学
仏
教

文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
六
号
掲
載
）。

次
年
度
も
引
き
続
き
二
回
程
度
の
研
究
会
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。
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東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
史
研
究
会

藤
村　
　

潔

日　

時　
  

４
／
26
、
５
／
20
、
７
／
22
、
10
／
21
、
11
／
４
、

　
　
　
　

12
／
15
、
１
／
26
、
２
／
16

参
加
者　

玉
井
威
、
藤
村
潔
、
中
川
剛
、
高
木
祐
紀
、
花
栄
、
廣
田
万
里
子

本
研
究
会
で
は
、
鎌
倉
後
期
に
活
躍
し
た
華
厳
宗
の
示
観
房
凝
然
（
一
二
四
〇
―

一
二
三
一
）
の
文
献
を
中
心
に
研
究
し
て
い
る
、
主
に
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
に
収

録
さ
れ
る
『
八
宗
綱
要
』
二
巻
（
二
十
九
歳
）
の
原
典
資
料
を
定
本
に
読
解
し
て
い

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
同
じ
く
凝
然
の
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
三
巻
（
七

十
二
歳
）、
同
時
代
の
存
覚
『
歩
船
鈔
』
二
巻
の
資
料
を
参
照
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
『
八
宗
綱
要
』
の
総
論
及
び
八
宗
の
中
の
倶
舎
宗
ま
で
読
了
し
た
が
、

二
〇
一
六
年
度
で
は
、
成
実
宗
と
律
宗
の
項
目
の
途
中
ま
で
読
み
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
。『
八
宗
綱
要
』
の
中
で
凝
然
が
一
番
紙
面
を
割
い
て
い
る
節
が
律
宗
に
他
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
研
究
会
を
通
じ
て
、
凝
然
の
戒
律
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
末
法
到
来
と
い
う
鎌
倉
期
の
中
で
易
行
で
あ
る
専
修
思
想
が

広
く
浸
透
し
た
。
そ
の
中
で
凝
然
は
あ
く
ま
で
戒
律
復
興
を
貫
き
、
特
に
中
国
唐
代

の
南
山
律
師
道
宣
（
五
九
六
―
六
六
七
）
の
四
分
律
に
傾
倒
し
、
小
乗
と
大
乗
の

共
通
（
ぐ
づ
う
）
を
図
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
律
の
教
え
は
小
乗
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
義
は
大
乗
に
通
ず
る
と
い
っ
た
解
釈
方
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
大
乗
の
精

神
に
則
っ
て
い
る
が
、
た
だ
聖
者
の
姿
勢
と
し
て
は
、
具
足
戒
の
比
丘
二
五
〇
戒
、

比
丘
尼
三
四
八
戒
を
遵
守
す
べ
き
と
主
張
す
る
。
そ
の
他
に
凝
然
は
『
律
宗
綱
要
』

（
六
十
七
歳
）
や
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
な
ど
に
も
戒
律
の
通
史
や
三
聚
浄
戒
の

在
り
方
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

次
年
度
で
は
、『
八
宗
綱
要
』
と
諸
種
の
文
献
を
比
較
し
つ
つ
、
凝
然
が
年
齢
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
戒
律
観
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
検
討
し
、
律
宗
の
思
想

全
体
を
読
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
日
本
仏
教
の
成
立
と
展
開
」
研
究
会

脊
古　

真
哉

「
日
本
仏
教
の
成
立
と
展
開
」
研
究
会
（
小
島
惠
昭
・
大
山
誠
一
・
黒
田
龍
二
・

脊
古
真
哉
・
吉
田
一
彦
）
で
は
、
各
研
究
参
加
者
の
研
究
領
域
・
関
心
を
基
礎
に
、

幅
広
く
日
本
仏
教
・
日
本
宗
教
に
関
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
て
い
る
。
二
〇
一

六
年
度
に
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
九
日
お
よ
び
一
二
月
一
七
日
に
研
究
会
を
、
二
〇

一
七
年
一
月
七
日
・
八
日
の
両
日
に
現
地
踏
査
を
実
施
し
た
。

七
月
の
研
究
会
で
は
、
吉
田
氏
の
「
お
水
取
り
の
密
教
的
要
素
―
芸
能
始
源
を
め

ぐ
っ
て
―
」、
一
二
月
の
研
究
会
で
は
脊
古
の
「
ガ
ラ
ン
神
考
―
顕
密
仏
教
の
伽
藍

神
か
ら
民
俗
宗
教
の
ガ
ラ
ン
神
へ
―
」
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
研
究
参
加
者
だ
け

で
は
な
く
、
外
部
か
ら
の
参
加
を
も
得
て
活
発
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

た
。現

地
踏
査
は
静
岡
県
中
部
地
域
を
対
象
と
し
、
一
月
七
日
の
午
後
に
法
田
山
尊
永

寺
（
袋
井
市
）
の
修
正
会
（
田
遊
祭
）、
夜
間
に
は
千
葉
山
智
満
寺
（
島
田
市
）
の

修
正
会
（
鬼
払
い
）
の
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
七
日
・
八
日
に
事
任
八
幡
宮

（
掛
川
市
）、
駿
河
国
志
太
郡
衙
（
郡
家
）
跡
・
志
太
郡
衙
資
料
館
（
藤
枝
市
）、
東

光
寺
（
島
田
市
）、
鵜
田
寺
（
島
田
市
）、
掛
川
城
跡
（
掛
川
市
）
の
二
の
丸
御
殿
・

復
原
天
守
を
踏
査
・
見
学
し
た
。

今
回
の
法
田
山
尊
永
寺
と
千
葉
山
智
満
寺
の
修
正
会
の
調
査
は
、
二
〇
一
二
年
の

兵
庫
県
加
古
川
市
の
鶴
林
寺
お
よ
び
加
西
市
の
東
光
寺
の
修
正
会
、
一
三
年
の
奈
良

県
桜
井
市
の
大
神
神
社
の
御
田
祭
、
一
四
年
の
東
大
寺
の
修
二
会
、
一
五
年
の
和
歌

山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
の
大
日
堂
の
修
正
会
・
御
田
、
一
六
年
の
京
都
府
木
津
川

市
の
涌
出
宮
の
居
籠
祭
に
続
く
新
春
行
事
の
調
査
で
あ
っ
た
。
今
後
と
も
新
春
行
事

の
調
査
を
継
続
し
、
研
究
参
加
者
の
こ
れ
ま
で
の
他
の
調
査
の
成
果
も
加
え
て
、
近

く
仏
教
文
化
研
究
所
の
展
示
事
業
で
新
春
行
事
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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教
行
信
証
学
習
会

吉
田　

暁
正

講　
　

師　

張　

偉　

先
生

趣　
　

旨　

漢
文
と
し
て
『
教
行
信
証
』
を
読
む

会　
　

場　

同
朋
学
園
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
２
Ｆ　

多
目
的
会
議
室

テ
キ
ス
ト　

東
本
願
寺
刊
『
真
宗
聖
典
』（
必
要
に
応
じ
て
資
料
配
付
有
）

開
催
日　

５
／
26
、
６
／
23
、
７
／
28
、
９
／
29
、
10
／
27
、

　
　
　
　
　

11
／
24
、
１
／
26
、
３
／
23

今
年
度
も
、『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
に
お
け
る
善
導
の
『
観
経
疏
』
の
引
文

を
読
み
解
き
つ
つ
、
学
習
を
進
め
て
い
る
。

善
導
は
「
散
善
義
」
で
「
ま
た
真
実
に
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
自
利
真
実
、
二
つ

に
は
利
他
真
実
な
り
。」（『
真
宗
聖
典
』
３
３
４
頁
）
と
し
、「
自
利
真
実
」
に
二
種

あ
り
と
解
釈
を
加
え
て
い
る
が
、「
利
他
真
実
」
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。

な
ぜ
、
空
白
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
こ
に
は
、
あ
え
て
空
白
に
す
る
こ
と
で
、
解

釈
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
問
い
か
け
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、『
正
信
偈
』
に
「
善
導
独
明
仏
正
意
」
と
著
さ
れ
る
よ
う
に
、

善
導
は
、『
観
経
』
に
お
い
て
観
仏
と
念
仏
と
が
、
両
方
と
も
宗
で
あ
る
と
見
て
い

た
。
仏
説
と
し
て
説
か
れ
た
『
観
経
』
は
、
意
味
、
形
と
し
て
は
観
仏
を
勧
め
な
が

ら
、
法
音
、
響
き
と
し
て
念
仏
を
説
い
て
い
る
。
念
仏
は
、
人
間
の
は
か
ら
い
を
超

え
て
、
人
間
を
包
ん
で
い
く
は
た
ら
き
で
あ
る
。
意
味
を
伝
え
る
こ
と
と
、
意
味
を

超
え
た
は
た
ら
き
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
摂
取
す
る
如
来
の

本
願
の
力
を
、
仏
説
と
し
て
善
導
が
顕
ら
か
に
し
た
と
親
鸞
は
見
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。

親
鸞
は
『
愚
禿
鈔
』
で
、「
利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
」（『
真
宗
聖

典
』
４
３
６
頁
）
と
顕
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
利
真
実
は
、
竪
超
、
竪

出
、
利
他
真
実
は
、
横
超
、
横
出
と
し
て
、
二
雙
四
重
に
よ
っ
て
、
二
種
の
真
実
に

対
す
る
了
解
を
著
し
て
い
る
。
自
力
修
行
、
定
散
二
善
も
ま
た
、
自
力
で
あ
っ
て
も

軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
道
で
あ
る
。
自
力
を
も
包
ん
で
、
真
実
の
中
に
摂
取
し
て
い

く
。
そ
こ
に
横
超
と
し
て
、
如
来
の
誓
願
、
他
力
が
、
す
べ
て
を
包
む
は
た
ら
き
と

し
て
確
か
め
ら
れ
る
。

 

仏
教
教
育
研
究
会

北
畠　

知
量

こ
の
研
究
会
は
、
会
員
が
仏
教
教
育
関
係
の
論
文
を
発
表
し
、
参
加
者
と
質
疑
応

答
す
る
形
で
進
め
て
き
た
。
本
年
度
の
開
催
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

５
／
26
・
７
／
21　

発
表
者　

藤
原
智
之

12
／
３　

全
員
が
仏
教
教
育
学
会
大
会
（
於
愛
知
学
院
大
学
）
に
参
加

12
／
23　

発
表
者　

岩
瀬
真
寿
美

　
　
　
　
「
道
元
の
仏
性
論
に
基
づ
く
い
の
ち
の
教
育
」

２
／
26　

発
表
者　

北
畠
知
量
「
仏
教
教
育
原
理
考
」

な
お
、
岩
瀬
・
北
畠
の
発
表
内
容
は
論
文
と
し
て
日
本
仏
教
教
育
学
会
編
『
仏
教

的
世
界
の
教
育
論
理
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
三
日
刊
行
）
に
収
録
。

《
研
究
所
新
収
史
料
に
つ
い
て
》

①
『
黄
檗
版
一
切
経
』
一
括

愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町
の
真
宗
大
谷
派
正
樂
寺
様
よ
り
御
寄
贈
を
受
け
た
。
同
寺

御
住
職
天
野
信
行
氏
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

『
黄
檗
版
一
切
経
』
は
、
鉄
眼
版
と
も
言
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
版
木
が
制
作
さ
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れ
た
版
本
大
蔵
経
（
一
切
経
＝
仏
教
経
典
の
総
称
）
で
あ
る
。
黄
檗
宗
の
禅
僧
で

あ
る
鉄
眼
道
光
（
一
六
三
〇
―
八
二
）
が
発
願
し
、
勧
進
活
動
を
行
い
、
明
の
万
暦

版
を
覆
刻
開
版
し
て
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、
六
九
五
六

巻
（
続
蔵
経
二
六
巻
を
含
む
）
か
ら
な
る
（『
国
史
大
辞
典
』）。
そ
の
版
木
は
萬
福
寺

（
京
都
府
宇
治
市
）
の
宝
蔵
院
に
収
め
ら
れ
、
求
め
に
応
じ
て
摺
ら
れ
続
け
た
。
江
戸

時
代
後
期
に
各
地
の
寺
院
が
こ
の
黄
檗
版
を
経
蔵
に
収
め
る
事
例
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

正
樂
寺
に
こ
の
黄
檗
版
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
天
保
年
間
、
同
寺
二
十
二
代
住
道

の
時
代
と
み
ら
れ
る
。
住
道
は
本
山
東
本
願
寺
の
高
倉
学
寮
に
学
ん
だ
学
僧
で
あ
っ

た
。
版
本
を
収
め
る
木
箱
（
経
箱
）
の
底
に
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
と
い
っ
た
年

号
や
大
工
（
又
蔵
ら
）、
経
箱
の
寄
進
人
（
新
城
の
浜
田
屋
市
蔵
ら
）
の
名
前
な
ど
が

確
認
さ
れ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
経
蔵
が
完
成
し
た
と
い

う
。
前
年
に
東
本
願
寺
学
寮
講
師
雲
華
院
大
含
が
来
寺
し
て
『
大
無
量
寿
経
』
を
講

義
し
た
と
も
伝
え
る
か
ら
、
そ
れ
が
経
蔵
建
立
の
機
運
を
高
め
も
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
正
樂
寺
蔵
本
は
全
巻
揃
い
と
み
ら
れ
、
各
冊
の
状
態
が
非
常
に
良
好
で
あ
る

点
で
と
て
も
貴
重
で
あ
る
。
真
宗
寺
院
に
お
け
る
経
蔵
・『
黄
檗
版
一
切
経
』
伝
来

の
一
事
例
と
し
て
、
ま
た
さ
ら
に
大
き
な
位
置
付
け
を
考
え
て
い
き
た
い
。

詳
細
な
調
査
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
が
、
貴
重
な
実
物
資
料

と
し
て
学
生
の
学
び
に
資
し
た
り
、
展
示
に
用
い
た
り
し
な
が
ら
、
研
究
所
に
お
い

て
大
切
に
保
管
・
活
用
を
し
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

﹇  

写
真
上
・
下
﹈
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
四
十
〈
冒
頭
・
末
尾
〉（『
黄
檗
版
一
切
経
』）

②
宣
如
判
『
五
帖
御
文
』
五
冊

版
本
・
冊
子
装
（
縦
二
六
・
九
㎝
×
横
二
二
・
〇
㎝
）

小
島
惠
昭
研
究
顧
問
よ
り
御
寄
贈
を
受
け
た
。
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

『
御
文
』
と
は
、
戦
国
時
代
に
本
願
寺
蓮
如
（
一
四
一
五
―
九
九
）
が
浄
土
真
宗

の
教
え
を
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
説
き
あ
ら
わ
し
た
消
息
形
式
の
仮
名
法
語
で
あ

る
。
二
〇
〇
通
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
五
帖
八
〇
通
に
ま
と
め
ら

れ
た
の
が
『
五
帖
御
文
』
で
あ
り
、
現
在
も
本
願
寺
教
団
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。『

五
帖
御
文
』
が
五
冊
そ
ろ
っ
た
古
本
の
現
存
事
例
と
し
て
は
、
ま
ず
最
古
本
で

あ
る
実
如
判
写
本
が
知
ら
れ
、
つ
い
で
証
如
判
刊
本
が
あ
り
、
さ
ら
に
顕
如
判
、
教

如
判
と
中
世
・
戦
国
期
の
事
例
が
少
数
な
が
ら
見
出
さ
れ
る
。

本
品
は
、
東
本
願
寺
第
十
三
代
宣
如
（
一
六
〇
二
？
〜
五
八
）
の
署
判
を
各
帖
末

尾
に
据
え
、
格
調
高
く
調
え
た
優
品
で
あ
る
。
各
冊
に
挟
み
込
ま
れ
た
紙
片
か
ら
五

冊
そ
ろ
い
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
調
製
さ
れ
た
の
が
「
午
六
月
」
で
、「
月
番
」

と
し
て
「
下
間
治
部
卿
」
と
「
石
井
隼
人
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
年
次
確
定

に
は
至
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
宣
如
判
『
五
帖
御
文
』
の
現
存
例
は
実
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
江
戸
時
代
初
期
の
真
宗
聖
教
と
し
て
、
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

﹇
写
真
上
﹈『
五
帖
御
文
』
第
一
帖
冒
頭　

 ﹇
写
真
下
﹈『
五
帖
御
文
』
第
五
帖
末
尾
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二
〇
一
六
年
度
彙
報

《
研
究
所
構
成
メ
ン
バ
ー
》

所　

長　
　
　
　

浅
野
玄
誠
（
十
一
月
十
七
日
逝
去
） 

所　

員　
　
　
　

  

ブ
レ
ニ
ナ
・
ユ
リ
ア
（
人
文
学
科
）　

木
野
美
恵
子
（
社
会
福
祉

学
科
）　

石
牧
良
浩
（
社
会
福
祉
学
科
）

所
員
・
幹
事　
　

安
藤 
弥
（
仏
教
学
科
）

研
究
顧
問　
　
　

小
山
正
文　

小
島
惠
昭　

玉
井 

威

所
員
（
非
常
勤
）
大
艸 

啓
（
十
月
〜
）　

日
比
野
洋
文
（
〜
八
月
）

　
　
　
　
　
　
　

藤
井
由
紀
子

客
員
所
員　
　
　

青
木 

馨　

岩
瀬
真
寿
美　

大
山
誠
一　

岡
村
喜
史　

蒲
池
勢
至

　
　
　
　
　
　
　

北
畠
知
量　

ギ
ャ
ナ
・
ラ
タ
ナ　

工
藤
克
洋　

黒
田
龍
二

　
　
　
　
　
　
　

嘉
木
揚
凱
朝　

脊
古
真
哉　

武
田 

龍　

服
部 

仁　

藤
村 

潔

　
　
　
　
　
　
　

松
金
直
美　

吉
田
暁
正　

吉
田
一
彦

客
員
研
究
員　
　

飯
田
真
宏　

市
野
智
行　

花 

栄　

川
村
伸
寛　

高
木
祐
紀

　
　
　
　
　
　
　

中
川 

剛　

新
野
和
暢　

松
山 

大

特
別
研
究
員　
　

日
比
野
洋
文
（
十
月
〜
）

《
所
員
会
議
》　　

　

４
／
12
、
５
／
10
、
６
／
７
、
７
／
12
、
９
／
20
、
10
／
11
、
11
／
10
、

　

12
／
20
、
１
／
19
、
２
／
８

《
公
開
講
座
等
》

•
現
地
で
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

　

第
１
回　

７
／
23　
〔
講
師
〕
脊
古
真
哉

　
　
　
　
　
「
平
野
神
社
・
広
隆
寺
・
松
尾
大
社
―
長
岡
京
と
平
安
京
の
は
ざ
ま
で
―
」

　

第
２
回　

10
／
26　
〔
講
師
〕
藤
井
由
紀
子

　
　
　
　
　
「
諏
訪
大
社
の
〝
失
わ
れ
た
神
宮
寺
〞
を
訪
ね
る
」

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
史
料
展
示
》

•
前
期　
（
７
／
15
〜
７
／
22
）　
〔
担
当
〕
安
藤 

弥

　
　
　
　
「
聖
教
は
よ
み
や
ぶ
れ
―
来
て
見
て
触
っ
て
真
宗
文
化
―
」

•
後
期　
（
12
／
13
〜
12
／
22
）　
〔
担
当
〕
藤
井
由
紀
子

　
　
　
　
「
戦
時
下
の
中
国
仏
教
研
究

―
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」
と
山
西
省
調
査
記
録
―
」

《
史
料
調
査
活
動
》

•
真
宗
寺
院
史
料
調
査

　
　

６
／
26　
　

西
厳
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
岐
阜
県
各
務
原
市
）

　
　

７
／
15　
　

西
厳
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
岐
阜
県
各
務
原
市
）

　
　

７
／
28　
　

徳
永
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岐
阜
県
海
津
市
）

　
　

９
／
１　
　

浄
嚴
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岐
阜
県
海
津
市
）

　
　

９
／
２　
　

真
宗
大
谷
派
吉
崎
別
院
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）

　
　

９
／
８　
　

旧
七
条
村
道
場
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

　
　

９
／
26　
　

西
厳
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
岐
阜
県
各
務
原
市
）

　
　

11
／
16　
　

西
厳
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
岐
阜
県
各
務
原
市
）

　
　

12
／
２　
　

西
厳
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
岐
阜
県
各
務
原
市
）

　
　

２
／
28
〜
３
／
１　

　
　
　
　
　
　
　

浄
嚴
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岐
阜
県
海
津
市
）

•
そ
の
他　
（
随
時
、
持
ち
込
み
、
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
史
資
料
の
基
礎
検
討
な
ど
）

＊  

巻
頭
言
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
本
年
度
、
所
長
が
交
替
し
ま
し
た
が
、
新
任

の
浅
野
所
長
が
急
逝
し
た
た
め
、
そ
れ
以
降
は
学
長
の
指
導
の
も
と
、
幹
事
が
所

長
職
務
を
代
行
す
る
か
た
ち
を
と
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。


